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 【集会計画】
	10．集会名
	第２回橋の安全性と維持管理に関する国際会議
	

	
	 The Second International Conference on Bridge Maintenance, Safety and 

 Management
	

	11．開催期間
	 ２００４年１０月１９日 ～ ２００４年１０月２２日（４日間）
                                                     。
	

	12．開催地（会場）
京都府京都市　国立京都国際会館
	13．参加者数
　　　　　　   　    （日本人参加者　　２００名）
　　　　　　４５０名 （外国人参加者　　２５０名）
	

	14．共催者・後援者名
　IABSE（国際橋梁・構造工学会）、土木学会、日本材料学会、日本鋼構造協会、米国土木学会、CALTRAN（カリフォルニア州道路局）、
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15．主な日本側参加者
	氏名（ふりがな）
	所属機関名
	職名
	備考
	

	伊藤　学（いとうまなぶ）

伊藤義人（いとうよしと）

大島俊之（おおしまとしゆき）

大津政康（おおつまさやす）

岡村　甫（おかむらはじめ）
川谷充郎（かわたにみつお）

北田俊行（きただとしゆき）

栗田章光（くりたあきみつ）

坂野昌弘（さかのまさひろ）

佐藤弘史（さとうひろし）

白木　渡（しらきわたる）

杉本博之（すぎもとひろゆき）

鈴木博之（すずきひろゆき）

鈴木基行（すずきもとゆき）

堂垣正博（どうがきまさひろ）

西川和廣（にしかわかずひろ）
花安繁郎（はなやすしげお）

彦坂　熙（ひこさかひろし）

藤野陽三（ふじのようぞう）
古田　均（ふるたひとし）

三木千寿（みき　ちとし）

宮川豊章（みやがわとよあき）

宮本文穂（みやもとあやほ）

山田健太郎（やまだけんたろう）

依田照彦（よだてるひこ）


	IABSE（国際橋梁・構造工学会）

名古屋大学

北見工業大学

熊本大学

高知工科大学

神戸大学

大阪市立大学

大阪工業大学

関西大学

独立行政法人土木研究所

香川大学

北海学園大学

明星大学

東北大学

関西大学

独立行政法人土木研究所

独立行政法人産業安全研究所

九州大学

東京大学

関西大学

東京工業大学

京都大学

山口大学

名古屋大学

早稲田大学


	会長

教授

教授

教授

学長

教授

教授

教授

教授

グループ長

教授

教授

教授

教授

教授

企画部長

研究部長

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授

教授


	東京大学名誉教授
東京大学名誉教授
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	IABMAS会長
	


	17．集会の経緯と沿革

  本国際会議の母体となる国際組織は、IABMAS(International Association for Bridge Maintenance and Safety)であり、橋の安全性と維持管理に関わる技術者・研究者の専門家からなる国際学会である。その第1回大会は、スペイン・バルセロナにて1992年に開催された。
	


	18．開催の目的・意義及び期待される成果等
(1)　開催する目的及び意義
本国際会議は、IABMAS(International Association for Bridge Maintenance and Safety)の第２回大会として開催されるもので、橋の安全性と維持管理に関する最先端の学術的・技術的知見についての講演発表・討論ならびに本分野に関わる世界各国の学者・技術者間の学術交流の場を提供することを目的としている。

既に、米国・欧州諸国においては、橋梁ならびに高架橋を代表とする社会基盤施設の老朽化を日本に先立って経験しており、制約のある予算の中でいかにしてこれらの社会基盤施設を維持・管理しつつ安全性を担保していくかに関しての高度な技術的蓄積（経験）を有している。その学術的・技術的知見を学術専門誌を通じてのみならず、国際会議での発表・意見交換を通じて共有することは、国際レベルで学問・技術を共有する上で極めて有効と期待される。
(2)　我が国で開催する必要性
現在我が国において供用中の数多くの橋梁は、これから本格的な架け替え時期を一斉に迎えようとするが、一方では公共事業費抑制の中、現実にはスムーズな架け替えは困難といわれている。このような情勢の中、既存橋梁の現状をモニタリングにより把握し、橋梁の劣化を防止または遅延するために維持・管理する技術は、益々重要性を増してきている。しかし、その維持管理と安全性評価に関わる技術者・研究者の不足は深刻で、橋の維持管理技術の確立が急務となっている。本国際会議の開催を通じ、本研究分野の重要性がわが国において認識され、さらに定着・発展することで、わが国の橋の安全性の確保においても多大なる効果を挙げるものと期待される。

(3) 期待される成果及び成果の公表方法

　講演発表は、９件の招待講演と、約400件の査読付き一般講演からなり、これらはいずれもProceedingsとしてとりまとめられ、全参加者に会期中に配布されるとともに、会議後にはBalkemaにより国際出版される。従って、本会議の内容は、広く国際的に頒布され、本分野における学術・技術の向上に広く役立てられるものと期待される。


	

	
	


	19．開催計画の概要
(1)　　　日程　（下記はあくまで暫定案で、今後、ホームページ上に詳細は掲載されます）
日付

午前

午後

夕刻

10月18日（月）

登録受付

ウェルカムパーティ

10月19日（火）

開会式

招待講演（3件）

一般講演①

一般講演②

一般講演③

IABMAS総会
10月20日（水）

招待講演（3件）

一般講演④

一般講演⑤

一般講演⑥

バンケット
10月21日（木）

招待講演（3件）

一般講演⑦

一般講演⑧

一般講演⑨

閉会式

10月22日（金）

テクニカルツアー

上記、一般講演中には、オーガナイザーの招待による発表で構成されるオーガナイズドセッションを含んでいる。

(2) 討議題目（講演を含む。）
招待講演: Alfredo H-S. Ang, Joern Lauridsen, Urs Meier, Chitoshi Miki, Andrzej Nowak, Hajime Okamura, Paul Thompson, Chung-Bang Yun, Riccardo Zandoniniの9名による。

オーガナイズドセッション：

Asset Management of Infrastructures, Bridge Assessment: Some Italian Studies, Bridge Health Monitoring, Bridge Management Systems in Operation, Bridge Scour, Bridge Testing and Assessment, Cable-Stayed Bridges: Case Studies, Dynamics and Field Testing of Bridges, Emerging Strategies for Durability Analysis and Service Life Assessment of Bridges, The European Funded Research Programme: Toward Knowledge Integration, Experience with Probability-based Assessment of Bridges, High-Performance Materials for Bridges, Life Cycle Maintenance Models, Total Asset Management, 他多数。


	

	20．開催するための組織
開催の母体となる国際組織は、IABMAS (International Association for Bridge Maintenance and Safety)となる。この国際組織のもとに、国際論文委員会(Conference Scientific Committee)が組織され、論文査読等の学術活動にあたっている。また、国内における責任母体として、IABMAS’04組織委員会が組織され、本国際会議開催に関する準備・運営にあたっている。

IABMAS’04組織委員会

　委員長　　渡邊　英一（京都大学教授）

　副委員長　古田　　均（関西大学教授）

　総務幹事　宇都宮智昭（京都大学助教授）

　委　　員　藤野　陽三（東京大学教授）

　　　　　　三木　千寿（東京工業大学教授）

　　　　　　角谷　　務（日本道路公団）

　　　　　　西川　和廣（土木研究所）

　　　　　　花安　繁郎（産業安全研究所）

　　　　　　　　　　他、４１名
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